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	応用
	抗原情報
	背景
	C.albicansやL.monocytogenesなど、多くの細胞内病原体に対する自然免疫応答において重要な役割を果たすアダプタータンパク質。ITAMチロシンキナーゼとToll様受容体（TLR）およびNOD2シグナル伝達経路の交差点に位置し、細胞内病原体に応じて様々な自然免疫応答経路を制御すると考えられています。L.monocytogenes感染に対する応答では、NF-κBを活性化することなく、NOD2によるペプチドグリカンの認識をMAPキナーゼ（MAPK）の下流活性化に結び付けることで作用します。また、古典的なITAM関連受容体およびTLRを介して骨髄細胞の活性化にも関与しています。TLRを介したMAPKの活性化には必要ですが、TLRを介したNF-κBの活性化には必要ありません（類似性による）。酵母細胞壁成分ザイモサンによって誘導されるCLEC7A（デクチン-1）を介した骨髄細胞の活性化を制御し、サイトカイン産生と自然抗真菌免疫を誘導します。BCL10-MALT1を介したNF-κB活性化経路を制御することで作用します。BCL10を介してNF-κBを活性化します。C.albicansの菌糸型に反応して、CLEC6A（デクチン-2）を介したI-κBキナーゼのユビキチン化を媒介し、BCL10との相互作用を介してNF-κBの活性化を誘導します。真菌感染に反応して、インターロイキン17産生Tヘルパー（TH-17）細胞の発達とその後の分化に必要となる可能性があります。
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	全レーン：希釈後の抗CARD9抗体（N末端）

